




































た料理は北海道内の高校生同士が競うコンテストで 6回中 4回のグランプリを受賞している。 
 これを支えるのは漁協や地元の飲食店、観光協会、そして教育委員会社会教育課の職員である。 





















学の ESD としての視点を指導者の間でも共有されなければならない。 
 
【知床学の課題】「一丸となる」難しさ 
 知床学を推進するためには町内の様々なステークホルダーと学校との連携と協力が不可欠で
あるのは当然であるが、その際、学校と協力関係にあるステークホルダー同士が何を目的に子供
に何を伝えるかを共有していることが非常に重要である。 
 簡単に言い換えれば、町の大人たちが子どもたちを育てる方向性を共有し一丸となって事に
当たるべき、ということになるだろうか。羅臼町では、多様な機関が教育活動に協力してくれて
いる。その構成は漁業協同組合、商工会、観光協会、知床財団の研究者や専門家集団など多種多
様である。 
 しかし、多種多様であるからこそ地域社会全体で目標を共有することは難しい。知床学の課題
の一つはここにあると考える。 
 
【「知床学」の未来】町をつくる力を育てる場 
 知床学の今後は先述した課題をいかに解決していくかにかかっていると言えるだろう。「知床
学」が地域創生の原動力として機能するためには、町全体で「町をつくる力を育てる場」になる
ことを目指して ESDの視点を共有することが一つの鍵になると考える。 
 
 
 
 
  
